
『知的障害の方の地域生活を重度訪問介護を
使って支えるという選択肢について』

1

研修：やまきたヘルパーネットワーク

京都市東部障害者地域生活支援センター「らくとう」
相談支援専門員 中村 嘉男



１ 自己紹介

支援センターの業務について

２ 今日の目的

３ いくつかの事例紹介

４ まとめ

2

今⽇の内容



１ 自己紹介、

支援センターの業務について
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京都市の5つの福祉圏域
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委託⽀援センターについて



・平成16年から市委託事業として障害者地域生活支援センター「らくとう」開所。

（京都市委託相談支援事業／基幹型相談支援事業／指定特定相談支援事業／指

定一般相談支援事業／障害児相談支援事業）

・東部圏域(東山・山科・伏見区醍醐地区）にお住まいの障がいのある方の相談全般。

・自立支援協議会はじめ各ネットワークへの企画・参画。

・基幹支援センターとして、助言や研修企画

・指定特定相談支援として、計画(≒障がい版ケアプラン）作成。

・昨年度、相談実績としては、新規相談175名、継続相談308名。相談件数1.9万件。

内：障がい児の相談13.4％。相談に入っている医療的ケア児は10名ほど。

委託⽀援センターについて



よくあるケース

（１）万引きや窃盗、無銭飲食、傷害、地域住民への迷惑行為等のため、地

域生活支援の難しさを感じるケース。

（２）本人だけでなく、養育者にも障がい（もしくは障がいの疑い）が

ある相談ケース（家族全体の支援を行う必要性があるケース）。

虐待・不登校事例など。

（３）既存の制度、サービス、資源がない（もしくは少ない）ケース。

就学前児童の対応、医療ケア必要、障害者手帳等ない方への対応等。

（４）触法障がい者の地域移行・地域生活支援ケース。

（５）独居の方等で権利侵害に巻き込まれているケース。などなど

⇒特徴として、福祉サービスに繋がっていない、繋がりにくい、

繋がっても支援が困難等のケース

委託⽀援センターについて



２ 今日の目的
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⽬的

・表題の重度訪問介護を使って地域生活支援を行っているケースを通

して、知的障がいのある方の地域生活支援を考える。

・グループホームや施設入所以外の選択肢について、その可能性を考

える。

・本人を無理に制度の枠の中に押し込めるのではなく、本人の現状の

ライフスタイルを尊重した支援の形を模索する。

⇒上記を考える上でのヒントになれば嬉しいです。



３ いくつかの事例紹介
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事例のご紹介（Aさん）

（基本情報）

・20代男性。知的障がい（療育A）、ダウン症。身体障害者手帳1種4

級（心臓機能障害）

・家族は母と兄と弟。

・住まいは市営住宅を2戸借りており、1階に母、4階に本人が住む。

・関係機関は、生活介護事業所（１か所）居宅支援事業所（2か所）相

談支援事業所。



（これまでの支援経過）
高校卒後～

・地域の支援学校を卒業後、H19年4月から就労継続支援B型事業所に通所。

・約3年間通うが、信頼していた担当職員の退職や、仕事内容が本人の力量以上

のものに変更された等が重なり、通所ができなくなる。H23年8月に退所。

・その後、自宅でひきこもり状態になる。

・そのころから、近所への迷惑行為が頻発する。大声で叫ぶ、市住3階から外へ

物を投げる等。 ⇒母・近所の役員・議員から、福祉事務所へ苦情。

・一旦、精神科病院への入院をしたうえで、支援体制を立て直すことが決まる。

決して本人の望んだ入院ではなかったために様々な葛藤があった。

母への対応 / 地域への対応 / 本人の意思は…
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事例のご紹介（Aさん）



（これまでの支援経過）

退院後以降～

・在宅生活を続けながら、日中の行き先を探していった。また、これまで支えてくれ

た事業所が継続して支援に入ってくれる。

⇒ご本人の迷惑行為は落ち着いたが、ほとんど引きこもり状態は変わらず…。通所先

への見学等何度も行うが、通所には至らず…。衛生面（髪の毛伸び放題）について

も、支援拒否が続き、結果・・・母の感情は爆発。福祉関係機関への苦情につなが

る。

＊とにかく、いろいろ試すが結果が出ない…。このころはほぼ毎月カンファレンスを

実施。

＊この時期、大切にしたことは、役割分担の明確化（母対応、地域対応、本人対応）。

あとは、あきらめずに支援を継続すること。⇒『支援チーム』という意識。
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事例のご紹介（Aさん）



（これまでの支援経過）
数年後・・・

・生活の基盤が安定してくる中で、質的にも変化が現れだした。

・長年の懸案事項だった、髪の毛も、ほとんど「自主的に」カットできる。

・生活介護へ通所はしていたが、他の利用者と交わることなくまったく別個の存在

だった⇒行事に参加できるようになってきた。少しずつ他の利用者と関係をもてる

ようになってきた。

・自分の部屋がきれいに掃除できるようになってきた。

・余暇支援を楽しむようになってきた。

＊支援のキーパーソンの変遷。その時その状況で、支援のキーパーソンが変わって

いったように思う。誰か一人（一機関）が支援を引っ張っていくのではなく、どの

ような状況になっても、誰かが気付き、率先して支援を行う。それが独断はなく、

チームにしっかりシェアされる。

13

事例のご紹介（Aさん）



そのような彼の生活の中で、母からの相談が入る。

『仕事の出張のため不在にする。その間息子の泊まれるところを探してほしい』

まずは、ショートステイの調整。。。

でも、自宅で過ごすことできるよね。

それなら、、居宅支援で泊り対応できないか？

➡重度訪問介護の申請。利用。

➡ヘルパーさんが泊まらなくても、大丈夫。母の理解・了解。

➡これまで親亡き後は『G.H』か『施設』と母は考えていた・・・

そこに、別の選択肢ができた。
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事例のご紹介（Aさん）



月 火 水 木 金 土 日(祝 主+日常生活上0活動

2時456時 2時456時
2時78分45:時78分 2時78分45:時78分 2時78分45:時78分

隔週

週単位以外0ABCD

ABCD提供G
HIJ実現MN
生活0全体像

R重度訪問介護Y利用MN\]GH^_一人b自宅b夜過gMhi0練習Y行mn
o通所施設Gt安定wJ通xNHmG+Ihyhn今後|工賃0発生MN仕事t行IJ��n�h_服装�髪0毛Y清潔GMN\]b_社会G出Jt大丈夫+�B�Y身G��Nn
o生活介護0正式利用Y継続MN\]b_次0段階b�N_所属感情�仲間意識+¥Y育JNn
o余暇支援G��J|_本人¬能動的G°行yh�±等0希望µ出Jyh時G対応byN\]µ¸D¹n
R今後_親+y�]G向�h自立生活0準備Y徐ÀGwJ��n

o不定期日曜日
行動援護Y使IJ余暇活動
ÅÆ0時Æ0時0ÇBÈG応ÉJÊËÌÍÎÎ

ÏÎÍÎÎ

重度訪問介護

ÏÏÍÎÎ

ÎÍÎÎ

ÏÍÎÎ

ÐÍÎÎ

ËÎÍÎÎ

生活介護
生活介護
Å入浴Ê

生活介護
Å入浴Ê

家事援助
Å月74Õ回Ê

ËÏÍÎÎ

ËÐÍÎÎ

訪問歯科
ËÙÍÎÎ

重度訪問介護

o行動援護Å月(水(金Ê
Ú内容Ý
Þß施設通所0hi0練習n
Þà入浴
Þá余暇Å買�物Ê
o家事援助Å金Ê
Ú内容Ý
Þß室内0掃除等
o契約時間G��J
ß行動援護Õéê
à通院介助ìíîê
á家事援助58ê
ï生活介護Ïð日
ñ短期入所ì日
ó重度訪問介護ô新規÷Õ8ê

ÙÍÎÎ

ÌÍÎÎ

行動援護利用
Døùú等

行動援護
ô外出Ê
Å月5回Ê
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（参考）Aさんの週間予定表
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事例のご紹介（Bさん）

（基本情報）

・４０代女性。知的障害（療育B）、身体障害1種１級、
精神2級（うつ、強迫性障害）

・家族は母、姉二人。長期入院を経て、姉夫婦宅で生活を始

める。現在は、そこから離れて、一人暮らしの練習中。
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Bさんの週間予定

月"#$%& 火"()*& 水",*-& 木"(/)& 金"123& 土"56(& 日"5)%& 主9日常生活上>活動

最初B毎週

褥瘡処置等

褥瘡処置等 褥瘡処置等

JKLM提供
PQRS実現
VW生活>
全体像

重度訪問
"_`aabcd`aae

重度訪問
"_`aab翌_`aae

訪問看護

往診"内e`l-m
nopp

dqopp

rpopp

重度訪問
"_`aabcd`aae

重度訪問
"_`aabcd`aae

6事業所 6事業所
vopp

v`ppb体調確認z起床介助�朝食"食事介
助e�服薬介助z食前>血糖値測定�����
��投与"見守�ez
�`ppb��K�>尿破棄z体位変換"臀部
 左足>痛¤9¥¦�ez湿布>貼�換ª
"両肩 上腕�左足e>痛¤®¦¯°�塗�
薬�保湿³�K´z
dp`ppb体調®µµ時B外出支援"車椅子
乗降介助ezMKÀK等>ÁK´ÂKÃK
Äz地下鉄 徒歩�Ê³�K使用z室内Î
B�折�紙 B�絵遊Óz水分補給z
dr`ppb昼食準備�食事介助�服薬確認�口
腔ÜÝz座位保持®難áµ時®多µz座�直
á介助�転落防止見守�z
è空µSµW時間Î室内掃除z
dí`ppb点眼介助zdq時台Pñ òó食ôW
"血糖値>関係ez胃>痛¤ 臀部�腰>痛
¤等>ùú�頻回P�³ý�þ�ÿ!"#>角
度調整�体位交換�³"�'�ó挟)党>対
応ó行.z/ù0"#Ê1�Î身体ó温úW対
応4行.z
dn`ppb湿布交換�保湿³�K´�5Â�6³
�K´塗布z入浴支援®9µ時B�時折洗
髪z
d�`ppb食事;"<=�ÿ�水分補給z食事
介助�食器後片付Bz服薬見守�z口腔Ü
Ýz体位交換"dp分ñCez特P夜P9WF身
体®右側P傾C�!"#JK>転倒�M³¦W
>Î�常時見守�z
就寝準備z!"#Î>位置ó決úWz

PVôS>時間帯Î�R本人>動作>確認
行為"水分補給>仕方�ñ箸>持Z方�口Ä
>運Ó方PòµS\bdp回]¥言葉Î>確
認ó求úWze
P痛¤>訴ª®頻繁P¦��c>対応ó常P
行.zde話óVW"気分転換eceg"JKhó
VWie体位交換"dp分ñCjKµeke場合P
QRSB頓服服用介助z
P女性MÊ"q>時B�身体>清拭介助4行
.z
P最近B�嘔吐®¦��c>対応ó行.z

契約事業所
P生活介護
�y"dz日e
P重度訪問介護
�6事業所{|事業所{訪問介護}
"zdi時間e{di~�rd日�ck~�dp日
P重度訪問介護移動中
�6事業所"�k時間er名支援
P訪問入浴
���{"dp回�月e

popp

ropp

dropp

重度訪問
"_`aab翌_`aae

qopp

dpopp

dnopp

dvopp

rropp

Ђ эʒ ˙ ̏ ˆ Ⓩ☯咥円̠ ☲ボʒ ʡ 扱ʏ ʒ ʡ ɿ ʚ ʛ ʊ ʚ ̀ ˆ 從咸ʢ ʔ ɧ 䇳тˇ Ы҂ ʦ ʥ ̘ ʎ ʣ ʥ ʊ ɦ ατΪ Ѓ ʐ ̤ ʣ Ы奻ʦ ʅ 忠ʒ ʒ ʚ ̏ ɦ ӑ 怕ˆ ɿ ɿ 䇳ˇ 或ʊ ˆ Ή ό ά Τʦ ʅ 惜ɿ 厙ʦ ɿ ʞ ʚ ̏ ʒ ˧ ʒ ̈ ʁ ɧ
僤䇳ʢ ˇ ʥ ɿ ʢ ʔ ʇ ɦ 㺃ʒ ɿ 扈㌡ℋ ʦ 廳ʞ ʡ ɦ 㺃ʒ ɿ ʅ ≪扼̠ ʟ ʊ ʞ ʚ ̏ ɦ ʘ ʎ ʢ ˆ ΰ φΆ ς ι̠ 俒ʒ ̤ ʢ ́ ̌ ʃ ̙ ˈ ɿ ɿ ʥ ʣ ヺɿ ˧ ʔ ɧ ʅ 昪⊩ ́ ʘ ʎ ʢ ℙ ̙ ̘ ̋ ʁ ʦ ʥ ̏ ˧ ʔ ɧ
Ђ ゼ徼ˆ ℋ 咥̃ ɦ 徱⏀嘆悆」ʐ ̤ ʦ ɦ 䇳ɩ ˆ ӑ 怕̠ 彷ʡ ́ ̌ ɿ ˧ ʔ ˆ ʢ ɦ 唯僻ˆ ʎ ʣ ˇ ɽ ˧ ̏ ボ拠ˇ ʒ ʥ ɿ ʢ ʊ ʛ ʐ ɿ ʨ ɧ
Ђ 僤䇳ˆ ʊ ̌ ʒ ˇ ʅ ▵ ʐ ̤ ˆ ʏ 寓☯ʦ ʥ ̏ ˧ ʔ Ђ ◁ ʞ ☑ʐ ̤ ˆ ʅ й忠梹̋ ̚ ʒ ʊ ʅ 星ɿ ɿ ʚ ʒ ˧ ʔ ɧ ˧ ʚ ɦ ӑ 怕ˆ ɿ ɿ 䇳ʦ ɦ ʅ 僣ʐ ̤ ˆ ʣ ʎ ̚ ʦ ʅ ↀʆ ʌ ́ ʒ ʚ ɿ ʢ ʔ ʨ ɧ
Ђ ʎ ̙ ʆ ̌ ˆ 咥円ʇ 俒ʒ ʊ ɦ ℈ ☿ʒ ʚ ́ ˆ ʦ ʥ ̘ ̋ ʁ ʦ ɦ ʅ ▵ ʐ ̤ ̃ ʅ 僣ʐ ̤ ˆ ⇎ ̠ „ ̏ ʡ ɦ 喚ʢ 媺ʃ ʡ ɿ ʈ ˧ ʔ ɧ ʤ ʁ ʙ ̋ ̚ ʒ ʊ ʅ 星ɿ ɿ ʚ ʒ ˧ ʔ ɧ

6事業所 6事業所 }事業所

重度訪問
"_`aabcd`aae

重度訪問
"_`aabcd`aae

6事業所 |事業所

訪問看護 薬局

訪問入浴`10時b40分
訪問入浴`9時b40分

生活介護通所
生活介護通所
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事例のご紹介（Cさん）

（基本情報）

・１０代女性。知的障害（療育A）、身体障害1種１級、

・家族は妹。今春(卒業後)から在宅生活を始める予定。
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Cさんの週間予定
月"#$%& 火"()*& 水",*-& 木"(/)& 金"123& 土"56(& 日"5)%& 主9日常生活上>活動

週単位以外>EFGH

EFGH提供
KLMN実現
QR生活>
全体像

V卒業YNZ[\]多_>友達b一緒K楽Yf時間i過kYNfRl姉妹b交流QR場面iYMZst_RubKLs]uvZ[\家族姉妹仲良_]{互fi思f~s9�[生活i営�l

V住�所~通�場所9�>環境�変�R�]関�RH����L_知MNfR方�多_fN]主治医>先生�変�s9_見Nf��_l何Ls]学生時代>{友達>多_b]同�場所K通�ubK9Rl

重度訪問介護

£短期入所"§日間¨

©ª«¬¬

¬«¬¬

«¬¬

¬«¬¬

«¬¬

®«¬¬

生活介護 重度訪問介護

©«¬¬

©®«¬¬

©¯«¬¬

重度訪問介護 重度訪問介護 重度訪問介護 重度訪問介護 重度訪問介護

°重度訪問介護±²³時間
´重度訪問介護移乗中¸¹時間º月
"二人支援¨
内訳´Á時間余暇Ä©¬時間通院Æ®時間Ç
名
合計³ËÌ時間
"案¨6事業所

°生活介護§日
"案¨´ÏÐÑEFGHºÒ事業所

¯«¬¬

ª«¬¬

©¬«¬¬

生活介護 生活介護 生活介護 生活介護 生活介護

重度訪問介護 重度訪問介護 重度訪問介護 重度訪問介護 重度訪問介護 重度訪問介護

重度訪問介護

重度訪問介護>考Ô方

V24時間Ç31日=744時間VVV"A¨
V二人支援毎日1時間"入浴¨=31時間VVV"B¨
V生活介護1日6時間Ç23日=138時間VVV"C¨
(生活介護�週×日Ø計算¨

"A¨+"B¨Ú"C¨= ±²³時間

V入浴介助1時間Ü
2名体制

V入浴介助1時間Ü
2名体制

V入浴介助1時間Ü
2名体制

V入浴介助1時間Ü
2名体制

V入浴介助1時間Ü
2名体制

V入浴介助1時間Ü
2名体制

V入浴介助1時間Ü
2名体制
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事例のご紹介（Dさん）

（基本情報）

・３０代女性。知的障害（療育A）

・家族とは疎遠。グループホームと重度訪問併用。

子どもは里親(施設理事長)
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Dさんの週間表
月 火 水 木 金 土 日(祝 主+日常生活上0活動

週単位以外0789:

;<;;

789:提供
?@AB実現
EF生活0
全体像

(JK0生活L安定OB継続KRF@S?支援EFV
(J0支援W受Y+LZ[日中活動0充実W^_FV今後^[日中帯0支援^他0事業所g想定OB進jBklV
(生R抜R0場所W見pYB[qrstuvKRF時間W過zEV

共同生活援助
~J�

�
重度訪問介護

~��

(随時[u�8�:��W利用V場所^京
都市山科区Vu�8�利用期間中0対
応^[Zl�SL行SV��<;;

�;<;;

��<;;

�<;;

�<;;

訪問看護789: 訪問看護789:
��<;;

共同生活援助
~J�

�
重度訪問介護

~��

共同生活援助
~J�

�
重度訪問介護

~��

共同生活援助
~J�

�
重度訪問介護

~��

共同生活援助
~J�

�
重度訪問介護

~��

共同生活援助
~J�

�
重度訪問介護

~��

(生活介護?B[農作業¢動物0¤世
話WEFV

(重度訪問介護?B[掃除¢家事全
般[夜間0見守W行SV

(重度訪問介護移動中?B[子°g0
面会等?同行EFV

´支給決定情報�
(共同生活援助~¹�日�
(重度訪問介護º��»時間
¼月½金�»時間[土日��時間
¼週¹回生活介護利用KR+k時0支
援�OB~�時間¿À日�
(行動援護»�時間~二人支援可�

�<;;

�<;;

生活介護~Ä� 行動援護
~�名対応可�

�;<;;

��<;;

��<;;

訪問看護789:

共同生活援助
~J�
�

重度訪問介護
~��

共同生活援助
~J�
�

重度訪問介護
~��

共同生活援助
~J�
�

重度訪問介護
~��

共同生活援助
~J�
�

重度訪問介護
~��

共同生活援助
~J�
�

重度訪問介護
~��

共同生活援助
~J�
�

重度訪問介護
~��

共同生活援助
~J�

�
重度訪問介護

~��
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事例のご紹介（Eさん）

（基本情報）

・５０代男性。知的障害（療育A）

・家族は母、兄。母の高齢化に伴い、G.H探すが、体験入居

ですべて断られる。

・シェアハウスにて、居宅支援の制度を使って生活を始める。

・週末は帰宅して、母との大切な時間を過ごす。
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Eさんの週間表
月 火 水 木 金 土 日(祝 主+日常生活上0活動

週単位以外0789:

789:提供
=>?@実現
CD生活0
全体像

HIJJ

KIJJ

LMNOPQ:R0生活S始UDV遠方RY+Z[住]慣_`山科R[日中0活動d[移動支援789:h変jDkl+Z[生活RmDV

L週末opq実家=帰DS[今後[親御xy0状況|]}}[k0MNOPQ:|終0棲家l�@�ZV

JIJJ
身体介護�就寝� 身体介護�就寝� 身体介護�就寝� 身体介護�就寝� 身体介護�就寝�

HHIJJ

共同実践�風呂掃除等� 共同実践�風呂掃除等� 共同実践�風呂掃除等� 共同実践�風呂掃除等� 共同実践�風呂掃除等�

調理�共同実践� 調理�共同実践� 調理�共同実践� 調理�共同実践�

HJIJJ

身体介護�入浴[排�}[
服薬等�

身体介護�入浴[排�}[
服薬等�

身体介護�入浴[排�}[
服薬等�

身体介護�入浴[排�}[
服薬等�

身体介護�入浴[排�}[
服薬等�

L不定期�体調不良時0通院

L数£月=一回0府立病院通院
共同実践©着替j等� 共同実践©着替j等� 共同実践©着替j等� 共同実践©着替j等� 共同実践©着替j等�

q自宅

調理�家事� 調理�家事� 調理�家事�
q自宅

¯JIJJ

¯HIJJ

移動支援
°°

¯KIJJ

¯±IJJ

¯²IJJ
調理�家事� 調理�家事�

調理�共同実践�

共同実践©部屋掃除(µ¶
出�等�

共同実践©部屋掃除(µ¶
出�等�

共同実践©部屋掃除(µ¶
出�等�

生活介護
¸¹º»8

生活介護
¸¹º»8

生活介護¸¹º»8

生活介護
¸¹º»8

生活介護
¸¹º»8

¼½789:¾

調理�家事� 調理�家事�

²IJJ 調理�共同実践� 調理�共同実践� 調理�共同実践� 調理�共同実践� 調理�共同実践�
共同実践©部屋掃除(µ¶

出�等�
共同実践©部屋掃除(µ¶

出�等�

±IJJ
身体介護©着替j等� 身体介護©着替j等� 身体介護©着替j等� 身体介護©着替j等�q自宅 q自宅

(生活介護
¿週À回通所VÂÃÂ8MÄº等V
��������������ÅHÆ日Ç月È

(家事援助�ÊË時間
(身体介護�ÍÎÏÐ時間
(共同実践�ÍÎÏÐ時間
(通院介護��À時間
��������������Å合計ÓÔÎ時間È

(移動支援
¿毎週水曜日©ÓÊ×ËÎØÓÀ×ËÎ�
¿散歩等

Û0他[月一回日曜日0日中[当事者余暇
78Ãá�Ãâã=参加V
¿料理[ç出£p[卓球êÂ8[各種余暇V
¿移動支援|利用�@0参加V

身体介護©着替j等�

調理�家事� 調理�家事� 調理�家事�
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・ヘルパー支援だけで支えていくことの課題や注意点

…急変時、夜間の対応、金銭のこと。地域とのつなが

り。

・関係者だけとの関りで、地域生活といえるのか？

（地域内孤立・・・）

・でも、べつに煩わしい地域住民との関りを積極的に持

つこともない。とも言える。

これまでを振り返って
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・そこで、一番大切に考えたいのは、ご本人の意思。

どこで住んで、どんな生活をしたいか。

➡先述のBさん、Dさんの例は、そこをなにより大事にし

てきた。

➡前提として、ご本人たちが、たとえ無茶苦茶に思える

「希望」でも、希望や意志をしっかり伝えてくれた。

これまでを振り返って
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・でも希望や意志を表明することが難しい方（私の力不

足で、理解することが難しい方）についてはどうした

らいいの？

➡先述のCさん、Eさんの本当の気持ちは・・・？

➡そしてAさん。

『本人を無理に枠の中に押し込まず、本人の現状のライ
フスタイルを尊重した支援の形』を模索していく。

支援者が「前例がないから無理」「制度がないから無
理」とは、断言しないことも大事。もっと自由に発想し
て、トライしたいと、思っています。

これまでを振り返って


